
Ⅰ．はじめに

　平成１１年頃から，佐賀県内の農業用ビニールハウスに発生した

オオシロカラカサタケ（Chlorophyllum molybdites.）によると

思われる野菜や花卉の被害報告が増え始めた。内容は，畑土に蔓

延した菌糸の撥水作用で作物の水分吸収が悪くなり，場合によっ

ては枯死に至るというものであった。そこで，佐賀県の農業関係

機関からの要請があり，当場において防除の基礎となるオオシロ

カラカサタケの生理的特性を調査することとなった。今回，佐賀

県内の野生のオオシロカラカサタケ子実体より分離培養した菌株

を用いて，培養特性試験等を行ったので，その結果について報告

する。

Ⅱ．材料及び方法

　１．供試菌株

　オオシロカラカサタケ３菌株（SC－１，SC－２，SC－３でそ

れぞれ浜玉町，川副町，牛津町で採集した子実体より分離培養し

たもの）及び，トリコデルマ３菌株（菌蕈研究所保存菌株

Trichoderma. harzianum; TMIC-60622, T. viride; TMIC-31601, 

T. polysporum; TMIC-60146）を供試した。

　２．培養特性試験

　　（１）温度特性試験

　予めPDA平板培地で培養したSC－１を５mmコルクボーラー

で打ち抜き PDA平板中央に接種した。設定温度は，１５℃～４０℃

を２．５℃間隔の１１段階とし，接種後３日目から９日目までの７日

間の菌糸伸長量を接種箇所を中心に十文字方向に４箇所測定し，

平均値を算出した。PDA平板培地の供試枚数は，各温度区あたり

５枚ずつとした。

　（２）pH特性試験

　予め PDA平板で培養した SC－１を１N－NaOHまたは１N

－HCl を加えて，pH４．０～８．５を０．５間隔の１０段階に pH調整した

PDA平板培地に接種した。接種後４日目から１２日目までの９日

間の菌糸伸長量を測定した。PDA平板培地の供試枚数は，各 pH

区あたり３枚ずつとした。

　（３）畑土含水率特性試験

　SC－１の発生した畑土の含水率を２０％，２５％，３０％に調整し，

内径１８mmの両口試験管に詰め，オートクレーブしたものを培地

として用いた。予めPDA培地で培養したSC－１を両口試験管の

片方に接種し，２３℃で培養した。接種後，４日目から１２日目まで

の９日間の菌糸伸長量を測定した。供試本数は．畑土含水率ごと

に各３本ずつとした。

　３．対峙培養試験

　SC－１の発生した畑土（含水率を２５％に調整）を内径１８mm

の両口試験管に詰め，オートクレーブしたものを培地として用い

た。予めPDA培地で培養したSC－１を両口試験管の片方に接種

し，菌糸が試験管に８割程度蔓延したところで，SC－１を接種し

た側の菌糸を１ cm厚に掻き取り，同条件の畑土培地で培養した

トリコデルマ属菌３菌株をそれぞれ１ cm厚となるように接種し

た。その後，培養温度を２０℃，２５℃，３０℃，３５℃の４段階に設定

し，培養した。供試本数は，トリコデルマの菌株ごとに各温度区

あたり３本ずつとした。
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　４．耐熱性試験

　SC－２の発生した畑土（水分無調整，含水率約４０％）を内径

１８mmの両口試験管に詰め，オートクレーブしたものを培地とし

て用いた。予め鋸屑培地（ブナ木粉：米ぬか；１０：３，含水率

６５％）で培養した SC－２を両口試験管の片方に接種し，菌糸が

概ね試験管に半分程度蔓延したところで，恒温器で加温した。加

温温度は，４０℃～６０℃を５℃間隔の５段階，加温時間は１～５時

間を１時間間隔の５段階に設定して行った。加温後は，加温前と

同様に２３℃で培養し，菌糸の伸長量を測定した。供試本数は，原

則各試験区１本ずつの３回繰り返しで行った。

　５．胞子発芽試験　

　SC－３を分離する前の子実体から担子胞子を採取し，発芽試

験を行った。滅菌水で作った胞子懸濁液に先の環状になった白金

耳を付け，素寒天（１．５％）及びPDA平板培地に接種した。設定

温度は，２０℃～４０℃を５℃間隔の５段階とし，接種後１週間の胞

子発芽の有無を調査した。供試枚数は，素寒天平板培地が各３枚，

PDA平板培地が各２枚ずつとした。

Ⅲ．結果と考察

　１．培養特性試験結果

　（１）温度特性試験結果

　温度特性試験の結果を図－１に示した。PDA培地での SC－１

の最適温度は２５℃であったが，３０℃～３５℃の高温域でも菌糸の伸

長があまり衰えず，この結果から高温性のきのこであると判断さ

れた。

　（２）pH特性試験結果

　pH特性試験の結果を図－２に示した。PDA培地での SC－１

の最適pHは７．０で，pH５．５～８．５まで平均的に良く伸長することが

分かった。

　（３）畑土含水率特性試験

　畑土含水率特性試験の結果を図－３に示した。畑土の水分管理

によるオオシロカラカサタケの伸長抑制効果をみるためにこの試

験を行ったが，畑土含水率が２０％から３０％にかけて増加するにつ

れて，菌糸の伸長も良くなった。畑土の含水率と菌糸伸長の関係

については，さらに詳しく調査する必要があると思われた。

　２．対峙培養試験結果

　トリコデルマ属菌を接種して４日目と４日目～１１日目の７日間

の調査結果を図－４，図－５に示した。４日目では，２０℃区と

２５℃区においてトリコデルマ属菌３菌株とも SC－１の菌糸側に

侵入していたが，４日目～１１日目にかけてすべての試験区で逆に

SC－１に押し戻されていた。以上のことから，SC－１はトリコ

デルマ属菌３菌株に対する耐性が強く，トリコデルマ菌を生物農

薬として使用することは難しいことが判明した。

　３．耐熱性試験結果

　試験結果を表－１に示した。１回目の試験では４５℃・２時間の

加温で，加温後２週間の菌糸の伸長は確認されなかった。２回目

の試験では４５℃・５時間の加温で，加温後２週目に菌糸が伸長し

始め，３回目の試験では４５℃・４時間の加温で，加温後３週目に

菌糸が伸長し始めた。５０℃・１時間以上の加温では，すべての試

験区で加温後の菌糸の伸長が確認されなかった。このことから，

SC－２の菌糸の伸長を止めるには，５０℃で１時間以上の加温が

必要であることが分かった。

　４．胞子発芽試験結果

　担子胞子の発芽が確認されたのは PDA平板培地のみで，２５℃

区が１枚，３０℃区及び３５℃区が供試した２枚とも発芽が確認され

た。このことから，SC－３の胞子発芽の最適温度は，３０℃～３５℃

の間にあると考えられた。

Ⅳ．まとめ

　オオシロカラカサタケは，広く熱帯から亜熱帯にかけて分布し

ているきのこであり（1），今回の試験でも，特に菌糸伸長や胞

子発芽で幅広い環境条件（温度幅，pH幅）に対する適応性が確認

された。今後は，土壌水分や pHが胞子発芽に及ぼす影響や胞子

の致死温度等の調査を行いたい。
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図－４．対峙培養結果（４日目）   図－５．対峙培養結果（４～１１日目）

表－１．耐熱性調査結果

菌糸伸長度（mm／日）

時間温度 ３回目２回目１回目

後５）後４）後３）後２）前１）後５）後４）後３）後２）前１）後３）後２）前１）

２．１２．０２．３１．８１．４１．９２．０２．５２．４２．４３．０２．９２．６１ｈ

２．１２．１２．０１．４１．１１．６２．０２．３２．１２．３２．７２．４２．３２ｈ

１．９１．７１．８１．５１．１２．０２．４２．５２．４２．４３．１２．３２．４３ｈ４０℃

２．０１．９２．０１．４１．１１．９２．３２．７２．３１．９３．３２．０２．７４ｈ

２．４１．９１．８１．４１．０１．９２．３２．３２．０１．９２．９１．７２．７５ｈ

２．０１．９１．７１．３１．３２．０２．４２．２１．３１．９２．９２．１２．７１ｈ

２．０２．１２．３１．５１．２２．１２．３２．５１．４２．０１ｈ

１．７２．１２．３１．４２．３１ｈ

２．０１．９１．８１．０１．３２．１２．６１．８１．３２．１－－６）２．１２ｈ

２．３１．９２．２１．０１．１２．１２．９２．２１．１２．３２ｈ４５℃

２．０１．６１．５０．９０．９２．４３．１２．３１．１２．０２ｈ

２．４２．３２．００．８１．３２．４２．９２．７０．５２．０－－２．７３ｈ

１．６１．０－－１．１２．４２．６２．７０．３２．０－－２．３４ｈ

－－－－１．３３．０２．７０．５－２．３－－３．０５ｈ

－－－－１．４－－－－２．０－－２．７１ｈ

－－－－１．４－－－－２．７－－２．３２ｈ

－－－－１．１－－－－２．１－－２．４３ｈ５０℃

－－－－１．２－－－－１．７－－３．６４ｈ

－－－－１．３－－－－２．１－－２．９５ｈ

－－－－１．１－－－－２．１－－３．０１ｈ

－－－－１．３－－－－２．１－－２．７２ｈ

－－－－１．５－－－－２．３－－２．９３ｈ５５℃

－－－－１．２－－－－２．３－－２．７４ｈ

－－－－１．１－－－－２．６－－３．０５ｈ

－－－－１．２－－－－２．０－－２．６１ｈ

－－－－１．６－－－－２．１２ｈ

－－－－０．９－－－－１．６－－３．０３ｈ６０℃

－－－－１．２－－－－２．１４ｈ

－－－－１．１－－－－２．１－－２．７５ｈ

注：１）加温前，７日間の菌糸伸長量を１日当たりに換算
　　２）加温後，７日間の菌糸伸長量を１日当たりに換算
　　３）加温後，８日目～１４日目までの菌糸伸長量を１日当たりに換算
　　４）加温後，１５日目～２１日目までの菌糸伸長量を１日当たりに換算
　　５）加温後，２２日目～２８日目までの菌糸伸長量を１日当たりに換算
　　６）菌糸の伸長なし

（２００４年１１月８日　受付；２００４年１２月１３日　受理）


